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〈緒言 〉　近年 、 大気圏や極域 、 地殻深部 などの 極限 的な環境 か ら盛んな生命活動

が報 告 され，地球 生命 圏の 知見 が広 が りつ つ ある。本研究で は生物指標 として 土

壌中の 酵素 （アル カ リホス フ ァ タ ーゼ ；ALP）活性に着 目 して 、 南極昭和基 地周辺土

壌中に存在するボス フ ァ タ
ーゼの キ ャ ラクタ リゼ

ー
シ ョ ン行 っ た 。 そ して こ の結

果 か ら、 寒冷 ・乾燥 ・強紫外線環境の 南極土壌における生物活動の評価 を試み た 。

〈実験〉 土壌試料は 、南極第 47お よび 49次観測で 採取 された南極昭和 基地周辺

の 土 壌と横浜 国立大学キャ ンパ ス の 土 壌 、 マ リア ナ海底 熱水 噴出孔で採 取 され た

チ ム ニ
ー

試料 を用 い た 。 土壌試料に Tris−HCI緩衝液 〔pH9 ．0）を加 えて 1時間撹 拌

し酵素を抽 出 した 。 抽 出液 の 酵素活性測 定 には 4一メ チル ウン ベ リフ ェ リル リン酸

を基質と した 蛍光光度法 を用 い た 。 土壌 抽出液 につ い て 、 酵 素活性 の至 適温度や

熱 安定性 につ い て 調 べ た 。 抽 出液 の 活性 成分の分 子量推定 は 、抽出液を GFCによ

っ て 分 子量分 画 して測定を 行 っ た 。 また 、活性発現 にお ける金属 イオ ン の 影響 を

調 べ るため に、EDTA溶液を加えて ホス フ ァ タ
ーゼを失 活 させ、金 属イオ ン溶液を

加 えて 酵素活性が 復元する か ど うか調べ た 。 土壌中酵素の 放射線耐性を調 べ るた

め に 、 放射線医学総 合砺究所 の重粒子線加速 器 〔HIMAC）か らの 重粒子線 （へ りウム

線 な ど） を照射 して 活性値 の変 化を測定 した。

〈結果 と考察〉 活性至適温 度は 、 キャ ンパ ス 土 壌 ALP で 60℃ 、　E．　co〃ALPで 55℃

付近 、 南極土 壌 ALPで 40℃ 、 チム ニ ーALPで 90℃ 以上 とな り ALP活性は環境温度

を反映する結果 とな っ た 。 GFCに よる分画の 測定の 結果 、 南極土壌 、 熱水噴出孔

チム ニ ー
の 抽出液 に存在する ALPの 分子量 60000以上で ある こ とがわか っ た 。 ま

た 、南極土壌や海底熱水孔の ALP活性には Zn2，が必要で ある こ とがわか っ た 。 ヘ

リ ウム線 に 対 して ，南極土 壌中の 酵素 は大学キ ャ ンパ ス 土 壌 の 酵素 と安定性 に差

が見 られ たた め ， 今後は紫外線耐性な ど も調べ る予定で ある 。 ALP 活性は極限環

境 の 生物活動評価 に有用な 指標で あるこ とが示唆され た 。
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